職務経歴書
〇〇〇〇年〇月〇〇日
氏名　〇〇　〇〇
【経歴要約】
大学卒業後、〇〇〇〇〇〇病院に入社し、リハビリ職として医療従事しております。理学療法士として退院に向けた運動療法等の提供、必要書類の作成、病棟カンファレンス参加、院内勉強会を行ってきました。リハビリ介入だけでなく、他業務の効率化を常に意識し行動に移してきました。また新人勉強会の講師や症例発表等指導にも貢献してきました。これまでの経験から得た行動力や提案力を活かし、積極的に取り組み即戦力になるよう努力します。

【勤務先企業】
医療法人社団協友会　〇〇〇〇〇〇病院（正社員）〇〇〇〇年〇月～(現在も就業中)
資本金〇〇億円　従業員数〇〇〇名　医療・福祉・介護サービス

【職務内容】
・運動療法・日常生活動作訓練・退院調整
・リハビリテーション計画の作成
・病棟カンファレンスの出席
・新人勉強会・科内勉強会担当
・症例発表
・疾患別マニュアル作成

【業務上で心がけたこと】
(１)新人勉強会・科内勉強会担当　
新人指導や学生指導の際にはしっかりと伝わるかを意識しました。新人・チームに向けた勉強会の資料作成と講師を行いました。資料は要点を絞りわかりやすさ・伝わりやすさを意識しました。また、自分の知識不足の補填や最新情報を取り入れるために文献や著作物を使用し〇か月かけて準備しました。勉強会では根拠立てて説明することで事後のアンケートでは分かりやすいと評価をいただきました。（平均〇.〇/〇点）

(２)業務改善
業務に関して問題があると感じた際は積極的に改善提案し、制度を変更していく姿勢を意識してきました。カンファレンスでは業務時間削減に向けて疾患別マニュアル作成を提案・実施しました。マニュアル作成したことで〇/〇程度の会議時間短縮につながり、業務効率が上がりました。

(３)グループ内他施設への出向経験
理学療法士として多くのことに挑戦し、様々な経験を得ることが重要だと考えています。そのため、グループ内他施設の出向募集が提示された際に、自ら出向を希望しました。他職種との関り方や治療目的における病院との相違点を学びました。また自分が培ってきた課題解決能力を元に業務改善案を提案・実施しました。


【保有資格】
普通自動車第一免許(〇〇〇〇年〇〇月取得)
理学療法士免許(〇〇〇〇年〇月取得)
TOEIC　〇〇〇点(〇〇〇〇年〇〇月取得)

【自己アピール】
課題解決能力
私の強みは課題解決能力です。目標達成に向けて計画的に行動に移します。「計画的に」とは、現状把握、原因追究、解決策の考案を行った上で行動に移すということです。現職では多職種とのカンファレンス時間が長く、リハビリ時間が圧迫されることが課題でした。この原因として業務の重複と情報共有の不十分さが挙がり、解決策としてマニュアル作成を提案しました。原因を追究するために、他職種と密にコミュニケーションを取り理解を深めることを心がけました。この計画を実施した結果他職種との共通認識が可能となり、カンファレンス時間は〇/〇短縮や病院の収益向上に繋がりました。多職種との情報共有したことでカンファレンスが円滑に進むようになりました。
この経験からニーズをより正確に把握するために相手とよくコミュニケーションを取り原因追及することの重要性や、問題を認識し行動に移していくことの必要性を実感しました。現在では問題を解決するための努力を惜しまなくなりました。今後もこの経験は貴社でクライアントの問題解決やニーズの把握をする際に活かすことができると考えます。


以上
